








はじめに 

わが国の妊産婦死亡は、厚生省により作成、発表される人口動態統計によって知ることが

できる。ことに昭和 54 年以降は直接産科死亡と間接産科死亡が分けて発表されており、年

次別ならびに県別の推移を知ることができる。 

しかし､死亡届の記載が医師にゆだねられており､その内容がかならずしも最も重要かつ直

接的な死因を強調するものになっていない場合もある。 

そこで本報告では、厚生省による人口動態統計以外の本邦における妊産婦死亡調査を時代

を追ってレビュウすることにより、このような調査の母子保健における意義と､死亡原因の

時代による変遷を再検討することにより、われわれの研究の方向づけを行うことを目的と

した。 


